
上
代
編

  

次
の
文
章
の
空
欄
１
〜
５
に
、
後
の
語
群
の
中
か
ら
最
も
適
す
る
語
句
を
選
び
符
号

で
記
入
せ
よ
。

　

文
学
の
発
生
か
ら
平
安
京
遷
都
（
七
九
四
）
ま
で
を
上
代
と
い
う
。

 

古
代
に
お
い
て
は
自
然
の
本
体
と
考
え
ら
れ
た
神
と
の
交
渉
は
人
々
に

と
っ
て
最
も
重
要
な
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
神
へ
の
祈
り
や
祖
先
の
功
績
を
語
る

「
語
り
」
や
さ
ま
ざ
ま
な
霊
魂
へ
の
思
い
で
あ
る
「
う
た
」
は
、 

に
よ
り

継
承
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
を
口
承
文
学
と
い
う
。
神
話
・
伝
説
・ 

・ 
祝
詞 

の

り

と

は
こ
の
よ
う
な
古
代
の
口
承
文
学
の
貴
重
な
遺
産
で
あ
る
。

 

六
世
紀
ご
ろ
に
漢
字
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
口

承
文
学
は
文
字
で
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
中
国
や
朝
鮮
へ
の
対
抗
意
識
も
あ

っ
て
、
そ
れ
ら
は
国
家
的
な
規
模
で
行
わ
れ
、 

・『
日
本
書
紀
』
や

 

な
ど
の
歴
史
書
・
地
誌
が
作
ら
れ
た
。

　
　

外
か
ら
の
刺
激
は
従
来
の
集
団
文
学
を
変
質
さ
せ
、
個
人
の
文
学
意
識
を
育
て

た
。
文
学
で
は 

が
最
も
優
れ
た
も
の
と
さ
れ
、
宮
廷
を
中
心
に
盛
ん
に
作

ら
れ
て
『
懐
風
藻
』
に
ま
と
め
ら
れ
た
。『
万
葉
集
』
の
編
さ
ん
も
中
国
の
漢
詩

集
な
ど
の
刺
激
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
大
歌
集
は
日
本
人
の
感
受
性

の
原
点
を
記
し
て
上
代
文
学
の
記
念
に
な
っ
て
い
る
。

　
〔
語
群
〕　

ア　

和
歌　
　
　
　

イ　

漢
詩
文　
　
　

ウ　

歌
謡　
　

　
　
　
　
　

エ　

歌
手　
　
　
　

オ　

語
部　
　
　
　

カ　
『
古
事
記
』

　
　
　
　
　

キ　
『
風
土
記
』　
　

ク　
『
将
門
記
』 

口
承
文
学 

12

記
載
文
学 

3

4

5

上
代
の
文
学
《
概
観
》・
神
話
と
伝
説
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●
口
承
文
学

　

氏
族
の
専
門
的
な
伝
承
者
で

あ
る 
語  
部 
に
よ
っ
て
語
り

か
た
り 

べ

継
が
れ
歌
い
継
が
れ
て
き
た
、

基
本
的
に
文
字
に
よ
ら
な
い

伝
承
。

　
　

神
話
・
伝
説
・
歌
謡
・
祝

詞
な
ど
が
あ
る
。

●
神
話
・
伝
説
・
説
話

　

神
話
＝
自
然
界
の
出
来
事
を

神
々
の
は
た
ら
き
と
し
て

説
明
し
よ
う
と
し
た
語
り

伝
え
。

　

伝
説
＝
自
然
を
克
服
し
て
自

分
た
ち
の
生
き
る
場
を
切

り
開
い
て
く
れ
た
祖
先
た

ち
の
姿
を
英
雄
の
物
語
と

し
て
と
ら
え
た
も
の
。

　

説
話
＝
身
の
回
り
の
あ
ら
ゆ

る
こ
と
を
興
味
深
く
ま
と

め
た
話
。

● 
六  
国  
史 

り
っ 
こ
く 
し

　

①
『
日
本
書
紀
』（
七
二
〇
）

　

②
『 
続  
日  
本  
紀 
』（
七
九
七
）

し
ょ
く 
に 
ほ
ん 
ぎ

　

③
『
日
本 
後  
紀 
』（
八
四
〇
）

こ
う 
き

時代大　和　　時　代奈　　　良　　　時　　　代

主
な
文
学
作
品
（
＊
は
歴
史
事
項
）

【 
口  
承 
文
学
】

こ
う 
し
ょ
う

 

＊
大
和
朝
廷
の
統
一 

（
四
世
紀
ご
ろ
）

 

＊
漢
字
の
伝
来 

（
五
世
紀
ご
ろ
）

 

＊
仏
教
の
伝
来 

（
五
三
八
）

【
記
載
文
学
】　
〔 
飛
鳥 
文
化
〕

あ

す

か

 

＊
遣
唐
使
の
初
め 

（
六
三
〇
）

 

＊
大
化
の
改
新 

（
六
四
五
）

　
　
　
　
　
　
〔 
白  
鳳 
文
化
〕

は
く 
ほ
う

 

＊
平
城
京
遷
都 

（
七
一
〇
）

『
古
事
記
』（ 
太  
安  
万  
侶 
） 

（
七
一
二
）

お
お
の 
や
す 
ま 

ろ

『
日
本
書
紀
』（ 
舎
人 

と

ね

り 
親  
王 
ら
） 

（
七
二
〇
）

し
ん 
の
う

『 
出
雲  
国  
風  
土  
記 
』 

（
七
三
三
）

い
ず
も
の 
く
に 
ふ 

ど 

き

　
　
　
　
　
　
〔 
天  
平 
文
化
〕

て
ん 
ぴ
ょ
う

『 
懐  
風  
藻 
』 

（
七
五
一
）

か
い 
ふ
う 
そ
う

『
万
葉
集
』 

（
七
五
九
？
）

『 
歌  
経  
標  
式 
』

か 
き
ょ
う 
ひ
ょ
う 
し
き

（ 
藤  
原  
浜  
成 
） 

（
七
七
二
）

ふ
じ 
わ
ら
の 
は
ま 
な
り

『
高
橋 
氏  
文 
』 

（
七
八
九
）

う
じ 
ぶ
み

 

＊
平
安
京
遷
都 

（
七
九
四
）

６００７００

○
作
品
の
下
の
年
は
、
成
立
年
を
示
す
。

  

次
の
問
い
に
答
え
よ
。
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編
者

成
立

時
代

目
的

内
容

表
記

古　
事　
記

 
稗  
田  
阿  
礼 
が 
誦  
習 

ひ
え 
だ
の 
あ 

れ 

し
ょ
う 
し
ゅ
う

し
、
太
安
万
侶
が
霽
   
せ
ん

 
録 ろく

 
和  
銅 
五
年
（
七
一
二
）

わ 
ど
う

 
神  
代 
―
推
古
天
皇

じ
ん 
だ
い

国
内
的
に
皇
室
中
心

の
国
家
統
一
を
説
く

神
話
・
伝
説
・
説
話
な

ど
を
多
く
含
み
、
文

学
的
な
要
素
が
強
い

漢
字
の
音
訓
を
交
え

た
変
則
の
漢
文

日 
本 
書 
紀

舎
人
親
王

 
養  
老 
四
年
（
七
二
〇
）

よ
う 
ろ
う

神
代
―
持
統
天
皇

対
外
的
に
国
威
を
示

そ
う
と
す
る

史
実
に
重
点
を
置
き
、

異
伝
を
記
す
な
ど
歴

史
書
的
要
素
が
強
い

表
記
も
文
体
も
純
粋

の
漢
文

膀　
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』

膂　
『
風
土
記
』

　

和
銅
六
年
（
七
一
三
）
の
朝
廷
の
命
に
よ
り
、
諸

国
よ
り
差
し
出
さ
れ
た
地
誌
。
完
全
な
形
で
残
る
の

は
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
み
。
他
に 
常
陸 

ひ

た

ち

・ 
播  
磨 
・

は
り 
ま

 
豊  
後 
・ 
肥  
前 
が
あ
る
。

ぶ
ん 
ご 

ひ 
ぜ
ん

膠　
祝
詞
・ 
宣  
命 

せ
ん 
み
ょ
う

①
祝
詞
＝
神
に
奏
す
る
祈
願
・
祝
福
の
言
葉

②
宣
命
＝
天
皇
が
臣
下
に
告
げ
る
言
葉

　

④
『
続
日
本
後
紀
』

 

（
八
六
九
）

　

⑤
『
日
本 
文  
徳 
天
皇
実
録
』

も
ん 
と
く

 

（
八
七
九
）

　

⑥
『
日
本
三
代
実
録
』

 

（
九
〇
一
）

　
　

官
霽
の
国
の
正
式
の
歴
史

書
。
六
編
を
つ
な
げ
る
と
神

代
か
ら
平
安
初
期
ま
で
の
一

貫
し
た
古
代
史
に
な
る
。
い

ず
れ
も
漢
文
で
書
い
て
あ
る
。

●
言
霊
信
仰

　

よ
い
言
葉
・
美
し
い
言
葉
は

幸
せ
を
も
た
ら
し
、
悪
い
言

葉
は
不
幸
を
も
た
ら
す
と
い

う
、
言
葉
の
霊
力
に
つ
い
て

の
信
仰
。

●
氏
族
の
伝
承
記
録

①
『
高
橋
氏
文
』
… 
延   
暦  

え
ん 
り
ゃ
く

八
年
（
七
八
九
）
に
高
橋

氏
が
同
役
の 
安
曇 
氏
と
神

あ

ず

み

事
に
奉
仕
す
る
席
次
を
争

っ
た
と
き
、
自
氏
の
正
統

性
を
主
張
し
て
朝
廷
に
出

し
た
書
。

②
『 
古  
語  
拾  
遺 

こ 

ご 

し
ゅ
う 

い

』
… 
大  
同 

だ
い 
ど
う

二
年（
八
〇
七
）成
立
。 斎 いん

 
部 
氏
が
自
氏
に
伝
わ
る
古

べ伝
説
を
記
し
て 
中  
臣 
氏
と

な
か 
と
み

対
等
で
あ
る
こ
と
を
主
張

す
る
た
め
に
上
奏
し
た
書
。

1
 
元  
明 
天
皇
の
命
に
よ
り
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
に
完
成
し
た
わ
が
国
最
初
の
史

げ
ん 
め
い

書
は
何
か
。

 
壬  
申 
の
乱
に
勝
利
し
た 
天  
武 
天
皇
の
命
で
こ
の
史
書
の
内
容
を
誦
習
し
て
い
た

じ
ん 
し
ん 

て
ん 
む

人
は
だ
れ
か
。

そ
の
人
が
誦
習
し
て
い
た
も
の
を
、
選
び
記
録
し
た
の
は
だ
れ
か
。

2
 
元  
正 
天
皇
の
命
で
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
に
成
立
し
た
、
六
国
史
の
最
初
に

げ
ん 
し
ょ
う

あ
た
る
史
書
は
何
か
。

　

天
武
天
皇
の
皇
子
で
こ
の
史
書
を
作
っ
た
中
心
人
物
は
だ
れ
か
。

3　

和
銅
六
年
（
七
一
三
）
の
朝
廷
の
命
で
、
諸
国
か
ら
地
名
の
由
来
や
物
産
な
ど

を
報
告
し
た
文
書
は
何
か
。

4　
 
奈  
良 
時
代
末
期
、
あ
る
氏
族
が
そ
の
家
の
伝
承
を
記
し
て
朝
廷
に
提
出
し
た

な 

ら

書
は
何
か
。

5　
 
言  
霊 
信
仰
に
基
づ
い
て
神
に
奏
す
る
祈
願
・
祝
福
の
言
葉
を
何
と
い
う
か
。

こ
と 
だ
ま

6　

即
位
・
改
元
な
ど
国
家
の
大
事
の
と
き
に
天
皇
が
臣
下
に
告
げ
る
言
葉
を
何
と

い
う
か
。

7　

古
代
に
活
躍
し
た
偉
大
な
祖
先
た
ち
の
姿
を
、
英
雄
の
物
語
と
し
て
と
ら
え
た

も
の
を
何
と
い
う
か
。



上
代
編

  

次
の
問
い
に
答
え
よ
。

上
代
の
詩
歌
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片  
歌 

か
た 
う
た

 
旋  
頭  
歌 

せ 
ど
う 
か

  
長   
歌 

ち
ょ
う 
か

 
短  
歌 

た
ん 
か

 
仏  
足  
石  
歌 
�

ぶ
っ 
そ
く 
せ
き 
か

五
七
七
（
最
短
の
歌
）

五
七
七
五
七
七
（
片
歌
二
回
）

五
七
…
…
五
七
七
（
長
い
形
式
）

五
七
五
七
七
（
標
準
的
な
歌
体
）

五
七
五
七
七
七
（
特
殊
な
歌
）

膀　
上
代
歌
謡

　

集
団
的
な
生
活
を
基
盤
に
、
神
祭
り
や
労
働
の
と

き
に
歌
わ
れ
た
上
代
の
「
う
た
」。『
古
事
記
』『
日

本
書
紀
』『 
風  
土  
記 
』『
万
葉
集
』
な
ど
に
約
三
百
首

ふ 

ど 

き

残
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
上
代
歌
謡
は
、
平
安
時
代
の
「 
神
楽 

か

ぐ

ら 
歌 
」
や

う
た

「 
催  
馬  
楽 
」
な
ど
の
源
流
で
あ
り
、
一
方
、
歌
体
や

さ
い 

ば 

ら

技
巧
は
後
の
和
歌
の
母
胎
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
膂　
上
代
歌
謡
の
歌
体

膠　
『
万
葉
集
』

 

最
終
的
に
は 
大   
伴   
家  
持 
か

お
お 
と
も
の 
や
か 
も
ち

 

七
五
九
？

 

全
二
十
巻
。
総
歌
数
、
約
四
千
五
百
首
�
。

基
本
的
に
は
、
① 
雑  
歌 
�
・
② 
相  
聞 
�
・
③ 
挽 

ぞ
う 
か 

そ
う 
も
ん 

ば
ん

 
歌 
�
の
三
大 
部  
立 

か 

ぶ 
だ
て

 

①
現
存
最
古
の
歌
集

②
表
記
は
「
万
葉
が
な
�
」
に
よ
る

③
「  
東   
歌 
�
」「 
防  
人  
歌 
�
」
を
含
む

あ
ず
ま 
う
た 

さ
き 
も
り 
う
た

編 

●
記
紀
歌
謡

『
古
事
記
』
に
約
百
十
首
、

『
日
本
書
紀
』
に
約
百
三
十

首
、
重
複
し
て
い
る
も
の
を

除
く
と
実
数
は
約
百
九
十
首

で
あ
る
。

�
仏
足
石
歌
碑

天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）、

 
文  
室  
真  
人  
智  
努 
が
亡
く
な
っ

ふ
ん 
や
の 
ま 
ひ
と 
ち 

ぬ

た
母
の
追
善
の
た
め
釈
鏨
の

足
跡
を
石
に
刻
ん
で
建
て
た

石
碑
。
こ
れ
に
仏
足
石
を
た

た
え
る
歌
二
十
一
首
が
刻
ま

れ
て
お
り
、
薬
師
寺
境
内
に

現
存
す
る
。

�『
万
葉
集
』
の
歌
数

　

約
四
千
五
百
首
の
う
ち
、

　
　

短
歌
＝
約
四
千
二
百
首

　
　

長
歌
＝
約
二
百
六
十
首

　
　

旋
頭
歌
＝
約
六
十
首

　
　

仏
足
石
歌
＝
一
首

�
雑
歌

『
万
葉
集
』
の
公
的
な
歌
を

指
し
、
相
聞
・
挽
歌
を
除
く
、

行
幸
・
旅
・
宴
会
な
ど
の
歌
を

含
む
。
千
五
百
五
十
首
ほ
ど
。

1

和
歌
の
母
胎
に
も
な
っ
た
、
上
代
に
歌
わ
れ
た
「
う
た
」
を
総
称
し
て
何
と
呼

ぶ
か
。

　

そ
れ
ら
の
「
う
た
」
の
う
ち
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
に
載
っ
て
い
る
も

の
を
特
に
何
と
呼
ぶ
か
。

2

「
う
た
」
の
う
ち
、
五
七
七
の
三
句
か
ら
な
る
最
短
の
形
式
の
も
の
を
何
と
い

う
か
。

　

前
問
の
形
を
二
回
く
り
か
え
し
た
も
の
で
、
そ
の
多
く
は
問
答
形
式
に
な
っ
て

い
る
歌
を
何
と
い
う
か
。

　

五
七
の
句
を
く
り
か
え
し
最
後
に
五
七
七
を
加
え
る
形
式
の
歌
を
何
と
い
う
か
。

　

五
七
五
七
七
と
い
う
、
後
に
最
も
主
流
に
な
る
形
式
の
歌
を
何
と
い
う
か
。

　

 
奈  
良 
薬
師
寺
に
現
存
す
る
、

な 

ら

 
釈 
鏨

し
ゃ   

の
足
跡
を
刻
ん
だ
石
碑
に
記
さ
れ
た
歌
を
何

か

と
い
う
か
。

3

八
世
紀
後
半
に 
仁  
徳 
天
皇
期
以
来
約
四
百
五
十
年
に
及
ぶ
歌
を
集
め
た
、
現
存

に
ん 
と
く

最
古
の
歌
集
は
何
か
。

　

こ
の
歌
集
を
最
終
的
に
現
在
の
二
十
巻
の
形
に
編
集
し
た
と
思
わ
れ
る
有
力
な

人
物
は
だ
れ
か
。

� ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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時
期

一
期

二
期

三
期

四
期

時　

代

　

←

 
壬  
申 
の
乱

じ
ん 
し
ん（

六
七
二
）

　

←
平
城
遷
都

（
七
一
〇
）

　

←

 
天 てん 
平 
五
年

ぴ
ょ
う（

七
三
三
）

　

←
天
平
宝
字

三
年
（
七
五
九
）

特　

色

集
団
的
歌
謡

か
ら
個
性
的

な
和
歌
へ

表
現
形
式
の

整
備

長
歌
の
完
成

個
性
的
な
歌

人
が
多
く
出

て
く
る

歌
の
類
型
化

感
傷
的
歌
風

代
表
歌
人

 
舒  
明 
天
皇

じ
よ 
め
い

 
有  
間  
皇  
子 

あ
り 
ま
の 
み 

こ

 
額  
田  
王 

ぬ
か 
た
の 
お
お
き
み

  
柿   
本 
人

か
き
の 
も
と
の   
ひ
と 

麻 ま 
呂 ろ

 
高  
市  
黒  
人 

た
け 
ち
の 
く
ろ 
ひ
と

 
山  
部  
赤  
人 

や
ま 
べ
の 
あ
か 
ひ
と

 
大   
伴   
旅  
人 

お
お 
と
も
の 
た
び 
と

  
山    
上   
憶  
良 

や
ま
の 
う
え
の 
お
く 
ら

 
高   
橋   

た
か
は
し
の

     
 
虫  
麻 

む
し 
ま 

呂 ろ

 
大   
伴   
家  
持 

お
お 
と
も
の 
や
か 
も
ち

  
笠   
女  
郎 

か
さ
の 
い
ら 
つ
め

膕　
『
万
葉
集
』
の
時
代
区
分

膤　
『 
懐  
風  
藻 
』（
漢
詩
集
）

か
い 
ふ
う 
そ
う

 

未
詳

 

天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
一
）   

 

六
十
四
人
の
作
品
約
百
二
十
編
を
作
者
別
に
収

録

 

 
大   
友   
皇  
子 
、 
大  
津  
皇  
子 
、 
藤   
原   
宇  
合 
、

お
お 
と
も
の 
お
う 

じ 

お
お 
つ
の 

み 

こ 

ふ
じ 
わ
ら
の 
う
ま 
か
い

 
阿  
倍  
仲  
麻  
呂 

あ 
べ
の 
な
か 
ま 

ろ

編 代
表
詩
人 

�
相
聞

本
来
は
互
い
に
問
い
か
わ
す

歌
だ
が
、
恋
愛
の
歌
が
多
い
。

千
七
百
首
あ
ま
り
。

�
挽
歌

  
棺  
を 
挽 
く
と
き
の
歌
の
意

ひ
つ
ぎ 

ひ

で
、
人
の
死
に
関
す
る
歌
。

二
百
首
あ
ま
り
。

�
万
葉
が
な

漢
字
に
よ
っ
て
日
本
語
を
表

記
す
る
た
め
に
、
漢
字
本
来

の
意
味
を
離
れ
、
字
音
や
字

訓
を
借
用
し
た
表
記
法
。

　

記
紀
に
も
使
わ
れ
て
い
た

が
、『
万
葉
集
』
に
お
い
て

用
法
が
発
達
し
た
の
で
「
万

葉
が
な
」
と
呼
ば
れ
る
。

�
東
歌

東
国
地
方
の
民
衆
の
生
活
を

う
た
っ
た
民
謡
的
な
歌
。
巻

十
四
に
約
二
百
四
十
首
。

�
防
人
歌

唐
や 
新
羅 
に
対
す
る
辺
境
防

し

ら

ぎ

備
の
た
め
九
州
に
召
集
さ
れ

た
東
国
の
農
民
た
ち
の
歌
。

巻
十
四
に
五
首
、
巻
二
十
に

約
九
十
首
。

　

こ
の
歌
集
に
は
お
よ
そ
何
首
の
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
か
。

　

こ
の
歌
集
の
原
本
は
漢
字
の
音
訓
を
巧
み
に
用
い
て
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

表
記
法
を
何
と
呼
ぶ
か
。

　

こ
の
歌
集
で
、 
天  
智 
・ 
天  
武 
の
両
天
皇
に
愛
さ
れ
た
こ
と
で
有
名
な
第
一
期
の

て
ん 
じ 

て
ん 
む

代
表
的
な
女
流
歌
人
は
だ
れ
か
。

　

同
じ
く
第
三
期
の
歌
人
で
、
高
市
黒
人
の
あ
と
を
受
け
叙
景
歌
の
完
成
者
と
さ

れ
る
の
は
だ
れ
か
。

　

同
じ
く
第
三
期
の
歌
人
で
、「
酒
と
旅
の
歌
人
」
と
し
て
有
名
な
の
は
だ
れ
か
。

　

同
じ
く
第
三
期
の
歌
人
で
、
こ
の
歌
集
中
唯
一
の
思
想
歌
人
で
あ
り
「
貧
窮
問

答
歌
」
で
有
名
な
の
は
だ
れ
か
。

　

同
じ
く
第
三
期
の
歌
人
で
、
伝
説
を
素
材
に
独
自
の
長
歌
を
歌
い
あ
げ
た
の
は

だ
れ
か
。

　

巻
十
四
に
約
二
百
四
十
首
載
っ
て
い
る
、
東
国
地
方
の
民
謡
的
な
歌
を
何
と
い

う
か
。

　

巻
二
十
に
主
に
み
ら
れ
る
、
辺
境
防
備
の
た
め
九
州
へ
召
集
さ
れ
た
東
国
の
農

民
た
ち
の
歌
を
何
と
い
う
か
。

４　

天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
一
）
成
立
の
、
現
存
す
る
最
古
の
漢
詩
集
は
何
か
。

　

同
じ
く
第
二
期
の 
持  
統 
・ 
文  
武 
二
帝
に
仕
え
た
宮
廷
の
専
門
歌
人
で
、
長
歌
の

じ 
と
う 

も
ん 
む

完
成
者
は
だ
れ
か
。


